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C 75 不完全菌 、FusidiuD sp. BX-1 のアミラーゼと キシ ラナーゼの生産 なら びに

細胞形態 に及 ぼすグリセロ ール の影響
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目的　 土 壌より分離し た不 完全糸状菌FusidiuB sp.     BX-1は、広い範囲 の炭 素源を 利用

して良好 に生 育し、特 にグリセロ ールを炭 素源として培養し た場 合には、酵 母状 に生育し

て、細胞 外にアミラ ーゼやキシラナ ーゼを 分泌する。 そこ で、本 菌における両 酵素の生産

性 ならびに糸状細胞 ←→酵 母状細胞 の形態 変化に及 ぼす炭 素源の影響につ いて検討した。

方 法　 供試菌株 の培 養は、基本塩類培地 に各炭素源を添 加し、30 ℃に て2 ～5 時間振盈培

養し た。アミラ ーゼの活性は可溶性 デンプ ン、キシ ラナーゼはキシラ ンを 基質 にして、30

℃にてインキュベ ート し、生じ た還元糖を3,6 －ジニトロフ タル酸法により定量 して求め ぺ

結果　 本菌は キシランを単独 に炭 素源とした培地 において も生育し たが、生育速度 や培

地 中から の不溶性 のキシラン の溶 解消失 の速度 は遅 く、こ れに対し てグリセロ ール培地 に

キシランを添加し た場 合には、 キシランは容易 に溶 解して、こ れらの炭 素源を単独 に用 い

た場合と比較し てキシラナ ーゼの分泌量 が増加した 。酵素の生産 はキシランの濃度 が2  %

で最大に達し た。一 方、可溶 性のデンプンを炭素 源にした場合 には、グリセロ ールの存在

の有無に かかわり なく本菌は良好 に生育した。 アミラ ーゼ の生産･はグリセロ ール培地 に少

量のデンプ ン（0.  l～fl.5X）の添加 の場合に効果的 であった。フ スマ等の不溶性 の基質を 用

いた場合 にもグリセロ ール共 存の効果が認 められた。本菌 はデンプン、 キシランやグリセ

ロ ールを炭 素源として用い て培養した場合 、その細胞 は酵 母状 で生育した が、オレイン酸

やオ リーブオイル用い た場合 には糸状に生育 した。 また、 オレイン酸やオ リーブオイル培

地におい ては本菌は ほとんど アミラ ーゼやキシラナ ーゼを 産生 しなかった。
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目 的　 魚 肉 す り 身 冷 蔵 に 伴 う ヌ クレ オチ ド 類 の 分 解 が、 食 塩 で 抑 制さ れ る こ と を すで に

報 告し た。 そ こ で 本 研 究 で は、 イ ノ シ ン 酸（IMP ）の 分 解 に 関 与 す る5    ’ － ヌ ク レ オ チ ダ ー

ゼ(NTase ）及 び プ リ ン ヌ クレ オ シド ホ スホ リ ラ ーゼ（PNPase) に 対 す る 塩 類 の阻 害 様 式 を 明

ら か にし た。

方 法　 ① 新鮮 な ス ケ ト ウ ダ ラ 及 び シ ロ ギ ス の 背 肉 を ３ 倍 量 の 冷 脱 イ オ ン 蒸 留 水 と 共 に磨

砕し、 遠 心 分 離 後上 清 を 水 又 は2.  5 ・片ト リ ス ーHCl 緩 衝 液（PH 7  .5）に 対 し て ２ 日 間4'C で 透

析し、 粗 酵 素 液 と し た。 ②NTase 活 性：　酵 素 とINP ｛1.0    piol ／1.5 ■ 1）を 一 定 時 間 反 応（zs ℃

）さ せ、 遊 離 さ れ るPi を モ リブ デ ン 青 比色 ま で 定 量し て 求 め た。　③PMPase 活 性：　イ ノ シ ン

（1.0     戸iol ／1. 5 ■ n を 基 質 と し、 生 成 さ れ る ヒ ポ キ サ ン チ ン をHPLC で 定 量 し て 求 め た。

結 果　(l ）NTase の 性 質 と 塩 類 に よ る 阻 害 様 式：　① タ ラ 及び キ ス 酵 素 の 至適pH は 各 々8.0

及 び9  . 0付 近 に あ り、IMP に 対 す る 見 か け のＫ・値 は0.83 ・Ｍ及び0.18 ・M で あ っ た。 ② 両 酵 素

の 活 性 はNaCl に よ り 阻 害 さ れ、 阻 害 様 式 は 不 桔 抗 阻 害 で、 各 々 のKi 値 は1.16     舅と2.14     舅で

あ っ た。　③0.  5　ＭのCaCl £やKCl で も 阻 害 さ れ た。(2 ）PNPase の 性 質 と 塩 類 によ る 阻 害 様式：

①タ ラ 及び キ ス 酵 素 の イ ノ シ ン に 対 す るＫ・値 は0.20 ・Ｍ及 び0.10 ・鯉で あ っ た。 ② タ ラ 酵 素

の 活 性はNaCl 及 び 他 の 塩 類 で 顕 著 に阻 害 さ れ な かっ た が、 キ ス 酵 素 の 活 性 は こ れら の 塩で

阻 害 さ れ た。 キ ス酵 素 のNaCl に よ る 阻 害 様式 は 非 桔 抗 阻 害 でKi 値 は0.53 M で あ っ た。

以 上 の 結 果、 魚 肉 すり 身 で み ら れ たIMP の 分 解 に 対 す る 塩 の抑 制 効果 が 酵 素 レ ベ ルで 説

明 で き た。
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